
瀬戸内海におけるハモの再生産について

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2025-04-24

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 高井, 徹

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://fra.repo.nii.ac.jp/records/2014155URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution 4.0 International License.

http://creativecommons.org/licenses/by/4.0/


一77一

暑舞培技房千，　8（1）：77ツ82・　1979

二 二

瀬戸内海におけるハモの再生産について

　　高井　徹

（水産大学校）

　日本近海に産するハモ科M雄αθηεεoc‘面θ魚類のうち，ハモ属M’乙rαθηε50幻はハモ紘。ぬθr澱5

とスズハモル∫．γα配αgπc配επ∫‘∫寧の2種が知られ，とくに前者は古くから高級魚として気味されてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨラのる。本邦近海のハモ漁場は主として本州中部以南に分布するが，とりわけ瀬戸内海および四濁沿岸，

　　　　　　　　　　　の九想沿岸，東支那海・黄海　などの水域に比較的資源量の大きい系群の存在が知られている。

　瀬戸内海藪部水域に属するβ｝予灘・周防灘水域においては，5月初旬頃からハモの漁獲が次第1こ高

まり，7・8および9月盛期の様相を呈するが，この時鯛は産卵期に当り，漁獲佃体群の90％以上が

産卵に関与する親魚で占められる。

　現在，この水域の漁獲量は漏話20・30二代のそれに比して著しく滅少して，乱獲の様相が顕著とな

り，資源保護あるいは培養について対策を考慮する必要にせまられている。

　ところで，日本紙のウナギにおいては近年この種の種苗確保を殻終目標として生殖腺の生理学的弓

兜，人工受精技術あるいはふ化管理技術など一連の基礎的研究調査が進展し，多大の成果が得られて

いる。

　瀬戸内海栽培漁業種の萩対象種として太種を加えることを検討中で，本文はその資料として1950

年から圭964年の闘，瀬戸内海西部水域に属する周防灘東部および伊予灘北部水域におけるハモの藍

卵繍の生態揖び欄生激1こついて勧れ慨往の鰻3幅要約，励まとめ鳩のである。

　で親　　　魚

　崖　産卵期および産卵場

　卿勇灘・研予灘に産卵場を求めるハモ親魚群の産卵期は，後述する完熟期の生蟻腺をもつ雌雄親魚

の出現状況，放卵・放四目の油魚の出現などから7月中旬から9月下旬，とりわけ盛期は完熟期の親

魚の繊現比率，主産卵牢級鮮の漁獲率などから8月中・下旬と推定される。これに対し沿岸で産卵す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のるとみられるスズハモは7月が蜷卵盛鰯と考えられる。他の水域産ハモの麓卵期は紀傍水道藍　では

6～7月，菓支那海産では4～7月とそれぞれ報告されており，本水域のハモは比較的藍卵が遅い時期

に行なわれるといえる。

　瑚防灘水域のハモ親魚群の漁場形成は，ごく沿岸の水深30～娃Omの浅所で，5月初旬頃から始まり

6月初・中旬まで続くが，7月初旬には次第に外洋水の影響を強く受ける沖合の三所に移動し，水深

40～60mの中央水域に好漁場を形成し（図1参照），10月初旬終漁期を迎える。この好漁場水域が産

宰．スズハモM，γα凧α8，LC配飢s‘5は髭Zα8‘o（Ham銭tOnM822のSynOnアknとする報告（P．Hj．

　　C蘭deet創．1975）があるが，疑問点もあるので，従来通りの名称による。
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図1　瀬戸内海西部海域のハモ漁場（産卵場）
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卵場で，8月中・下旬この水域で漁獲きれる個体群はほとんどが完熟期あるいは放卵・放精後の親魚

で占められる。

　2　性別漁獲比，全長および年級組成

　産卵期に延縄，小型底曳き網，吾智網などにより漁獲された親魚の性別出現率は，雄が著しく高く，

94．5～96．0％（1954・1955イ箕度調査）を占める。

　そして産卵親魚群の性別全浸組成は図2のよう

1こ，　葱目ま35。2～95．Ocm（玉F均イ直65．9cm），　蠣目ま

50．0～97。5cm（平均値80．7cm）の範囲で，親磁の

最小型は雄にみられる。なお，高率に漁獲される

全疑範隔は雄では55．0～70．Oc穣（66．3％），雌で

は60．0～85。Ocm（53．6％）である。

　1955籍度の産卵君羊調査で得られた｛［霞体群の耳石

による年令査定の結果は図3に承すように，雌雄

とも5・6年級群が主体を占める。そして新産卵

添加個体群のうちには雄では3年級，雌では4奪

級魚が認められる。

　5　生殖腺熟度

　1966年，1捲卵碑の生殖腺熟度について7月から

9月の聞に調査をした結果，成熟期の雄親魚群は

個

体

数

図2　産卵群の全長組成
　　　　　　　（1954年度調査）
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図δ　産卵群の年級組成
　　　　（葉954年度調査）
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図4　完熟期および放言後の生殖腺
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7月初旬から出現しはしめる。8月中旬

になると，完熟期およひ放卵・放精後の

個体か出現する。とくに雄ては7月下旬

頃から広頭型（俗励・メンパチ）か高率に

出現し始めるか，これらの生勉線はほと

んとか完熟状態て，同時に冗熟雌取も出現する。

　完熟期に達した雌雄の生髄腺は図4のように腹

翻において。ゆ◇、薬か艇1．一厭じた舘の

先端部は腹中線を越えて消化管を取り巻く状態て

重なり合う。さらに，放卵後の親魚の腹溢をみる

と左右三葉の各房は崩壊し，萎縮した基底部の組

織か帯状に消化管の肉側に残る。また，少数の残

留卵か腹胚に存在する。

　4　卵巣内卵

　成熟および完熟期の競魚の卵巣内卵径分布をし

らへた結果，図5に燃すように，成熟期の卵巣内

卵径は0．60～L50田m，完熟期のものてはし46～

2．21mm（平均イi蔽81隙）か測定された。そして成

八：粘巣，B．卵巣，　C　悩乱後の卵巣

eg残留卵，ユh腸，　OV卵巣

LO

図5　成熟期卵巣各部の卵嚢（平
　　　均値）組成を示す
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熟期の卵巣内卵には0．6～0．9m蹴の不透明小形卵嚢かL正規分布ノIljに混在するか，冗熟期になると卵巣

の各房は一様に透明卵て満たされ，産卵は一時的に行なわれるものと推察する。

　孕卵数は，測定籍囲ては，最少か183，000粒（全幾78．6cm），最多値は886，000粒（全長92。荏cm）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おて，多くは30～50万粒てあった。紀伊水道確てもほぼirJ数｛［貞か報告　されており，孕丁数と体長との相
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関性が高く，

れている。

Fulωnの法1鮒に従うとし，東支那海・黄海産2）では180，000粒～L200，000粒が計測さ

　2　受精および初期生活史

　董　受　　精

　矧坊灘渠都沿岸の各漁1港では，主として7月中旬頃から延縄，小型底曳き網あるいは践智網によっ

て成・完熟期の親魚が水揚げされ，9月初旬まで盛況を量する。人工受精を実施する場合，．1二記水域

ではこの周が適期である。しかし，購述のようにこの期閲雌魚の出現率は雄一三に銘して著しく低率で，

健全で採卵に適する懸魚の確保はかなり困難である。とくに完熟期の当無魚は漁獲ll寺の刺激や筋子，

あるいは生餐の蓄養条件によって衰弱する燗体が多く，したがって種苗生産を鼠的とした採卵には特

別採捕あるいは漁業者の協力を得た漁場での採卵および受精が遭当と考えられる。

　筆者はig52年から1957年の閾，！二記期問に毎年光市ξ｝＝島漁港，由1二1県熊毛郡田布施漁港に入港する

小型底曳き網漁船および吾智網漁船の隻實から雌親魚を迫出する方法によった。

　採卵は搾出方法で，健全な雌魚では手術直後非？簿な勢いで完熟透明卵の流出が始まり，孕卵数の約

20～50％が数団の加圧で得られる。

　受精は乾導法により，受精後1～2分で洗卵し，予め恒温水槽に用11惹した比重LG23～LO25の濾

過海水‘二｝可に奴容した。

　2　卵および卵発生　　　　　　　　　　図6　人工受精によるハモの卵発生

　卵は球形の多庸卵で，卵膜三

～L8舳。総革は約40～60粒が

集って油球叢を形成する。

1957勾三9　メ4　9　目，　21i…寺，　受聯量f麦

水温2G．○～22．0℃に収容した受

精卵の発生経過を図6に承した。

受精後玉0～30分で卵膜叢1挙が起

り，茎時聞3G分で胚盤形成（図

6一一a），まもなく2細胞期と

なるQ13il寺箔j後桑実期（［＊16－

c），18時閥後に胚体形成（図

6－d），2瞬寺悶後4筋節が分

明G×｝6…e）した。25特山口

眼胞およびKupf艶r氏胞がそれ

ぞれ出現し，駕筋節期から24筋

籔期｝こ達する（図6－f）。39

時心後眼球および耳胞が分明し，

娃9筋簸斑ヨ（図6－9），　～きらに

d
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47時聞後耳石が分明し，61筋節期（図6－h），63時間でふ化が始まり，69時間後ほとんどがふ出し

た。

　なお，水温24．0～26．0℃では著しく卵発生が速く

　3　前期仔魚

　ふ化後42時間までの前期細魚の形態変化を

図7に示した。ふ化直後の仔魚の全長は3．1

～3．4m騰，卵黄は変形し，後部は胚体の腹部

に沿って伸びる。卵黄後端までの筋節数は61

～64。全筋節数は8圭～83，鰭膜内に消化管の

後端が分明する（図7－a）。

　10時午後全長4．5～4。7磁田，紅耳食筋節数

74～79，　金筋算数91～101が分明し，卵黄上

の綿球は15～20個に減少する。脳は発達し，

第4脳室域が拡がる（図7－b）。30時闘後

金蓬ミ5．1～5．3m恥，　封工ρ！il叢∫倉芳峯噺1数‘ま8正　～84，

全筋節数は107～122，卵黄は脛体の腹部で

管状に変形する。口の原基が頭部腹面に分睨

する。まもなく，第6筋節下に胸鰭原基が1郵

乳糖後38時闘～43時闘でふ出する。

図7　ふ化仔馬の発育
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現し（図7－c），口の上顎域が分明する。40時閲後全長5．56磁m，鷹長4．68mm，卵黄長3．53湘，｝1王門

趣筋節数84，全筋節麹27，卵黄．kの油球は8個に洗戎市する。42時聞50分でふ出仔魚の全部が難死し

たが，この時期は前期仔魚簿1の申期と．奪えられる。

　4　仔稚魚および幼魚

　玉956年度の産卵水域調整董で得られた仔煎は，10月3日全：長9．45襯，10月11日47．0～49．5m創4尾，12

月13目63．5および66．Om雛の2尾計7尾，1960年度にはIO月26日に62。5mmおよび83．5mmの2掴体で，こ

れらはすべて沿岸水域の浅断で夜1昌俵田採集によって得られた。これらのうち，9．45mmの仔魚は全筋

節数から同定されたが，まだハモの葉形幼生期の特徴を具えていない。しかし幼歯および体形からみ

て卵形幼生期への発育は喜劇0～2Gmmで達するものと推定する。

　本産卵ノ1く域および隣接水域で操業する曳き網その他の漁異にハモの仔稚魚および幼魚の出現する率

はマアナゴ・ウナギなどのそれに比して癒めて低く，現在この海域のハモの初期生活史は全く究明さ

　　　　　　　　　　　らうれていない。内田q932）　は，韓煽南輝の沿岸水域では8月下露から10月がハモの変態期で，伸侵期

の最大体長は100～115m養1，縮少体罠は約74m斑，水温20．0℃で15rllで変態を完了し，変態途中すでに

成魚の習性が現われることなどを報告している。

　ふ化から葉形幼生に発育し，伸長期の最末期すなわち伸論鋒の最大体長に達するまでの期間および

餌料生物が養成技術の1二で必要な知見であるが，現在のところ不明である。

　幼魚は本調査海域ではこれまで6月および7月に沿羅の桝網およびいわし船曳き網漁獲物中から採

集されたQこれらは全：長8G～110儘mで越｛1募当才幼魚と考えられる。また，伺時期に金長200～3001義m

の未成魚が周防灘申部の沿岸水域で桝網，底曳き網などに出現するが，いずれもマアナゴなどに跳し

て幽現欄体数は極めて少なく，成長・分布その他の生態については不明である。

　以上の知見から，今後，本種の生活吏および資源生物学的研究調査が必要であると零時に，とくに
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瀬戸内海酉部水域では資源蓑退の現況から積概的な保護助罠対策が望まれる。
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